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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ねじ研究協会

(JFRI)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出が

あり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 1083:1990 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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ねじの締付け通則 
General rules for tightening of threaded fasteners 

 
 

序文 

この規格は，ねじの締付け方法に関する我が国独自の規格として，JIS B 1084（ねじ部品の締付け試験

方法）とともに 1990 年に制定され，3 回の確認を経て今日に至っている。 

JIS B 1084:1990 を基にした ISO 16047，Fasteners－Torque/clamp force testing が 2005 年に発行されたこと

に伴い，JIS B 1084 は，2007 年に ISO 16047:2005 との一致規格として改正され，規格の名称も“締結用部

品－締付け試験方法”に改められた。 

今回の改正は，2007 年に改正された JIS B 1084 との整合を図るためのものである。 

なお，この規格に対応する国際規格は，現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，締結用ねじ部品に対する代表的な締付け管理方法における締付け指標の目標値の決め方及

びそれに関連する事項について規定する。 

この規格は，炭素鋼製及び合金鋼製のボルト，小ねじ，植込みボルト（以下，これらをボルトという。）

及びナットに適用する。また，この規格は，JIS B 0205-1 に基づく一般用メートルねじの基準山形をもつ，

他のおねじ部品及びめねじ部品の組合せにも適用できる。 

この規格は，植込みボルトの植込み側，引張力を受けない止めねじ及び類似のねじ部品，おねじ自身で

めねじのねじ山を成形するねじ部品，並びに付加的な回り止め機能をもつねじ部品には適用できない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0101 ねじ用語 

JIS B 0205-1 一般用メートルねじ－第 1 部：基準山形 

JIS B 1084 締結用部品－締付け試験方法 

JIS B 4650 手動式トルクレンチ 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 0101 によるほか，次による。 

なお，用語の一部に丸括弧“（ ）”を付けてあるものは，この丸括弧内の用字を含めた用語及びそれを省

略した用語があることを示す。ただし，誤解のおそれがない場合及び複合語として用いる場合には，丸括




